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【手続補正書】
【提出日】平成20年12月24日(2008.12.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
薬学的担体中に少なくとも１つの細胞毒性金属および少なくとも１つの掌性α－有機酸の
金属配位錯体を含む組成物。
【請求項２】
前記掌性α－有機酸が酒石酸、リンゴ酸、または乳酸である、請求項１記載の組成物。
【請求項３】
さらに、少なくとも１つのアミノ酸を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項４】
さらに、少なくとも１つのＤＮＡ挿入剤、少なくとも１つの脈管形成阻止剤、または両者
を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項５】
前記薬学的担体中に銀（Ｉ）－掌性α－有機酸配位錯体を含む、請求項１記載の組成物。
【請求項６】
腫瘍細胞と接触させ腫瘍細胞にアポトーシスを誘発する、薬学的担体中に少なくとも１つ
の細胞毒性金属および少なくとも１つの掌性α－有機酸の金属配位錯体を含む組成物から
なる腫瘍細胞のアポトーシス誘発剤。
【請求項７】
下記工程を含む、請求項５に記載の銀（Ｉ）掌性α－有機酸配位錯体を製造する方法；
（ａ）少なくとも１つの無機酸を水溶性溶媒に添加して、ｐＨ２．０またはそれ以下であ
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る溶液を用意し、次いで、
（ｂ）工程（ａ）後の溶液に、少なくとも１つの界面活性剤を添加し、次いで、
（ｃ）工程（ｂ）後の溶液に、少なくとも１つの掌性α－有機酸を添加し、次いで、
（ｄ）工程（ｃ）後の溶液に、少なくとも１つの銀（Ｉ）塩を添加し、その際、掌性α－
有機酸と銀（Ｉ）塩からの塩（Ｉ）が相互作用して、銀（Ｉ）掌性α－有機酸錯体を形成
する。
【請求項８】
下記工程を含む、請求項１記載の細胞毒性金属掌性α－有機酸配位錯体を製造する方法；
（ａ）少なくとも１つの無機酸を水溶性溶媒に添加して、ｐＨ２．０またはそれ以下であ
る溶液を用意し、次いで、
（ｂ）工程（ａ）後の溶液に、少なくとも１つの界面活性剤を添加し、次いで、
（ｃ）工程（ｂ）後の溶液に、少なくとも１つの掌性α－有機酸を添加し、次いで、
（ｄ）工程（ｃ）後の溶液に、少なくとも１つの細胞毒性金属を添加し、その際、掌性α
－有機酸と細胞毒性金属が相互作用して、細胞毒性金属掌性α－有機酸錯体を形成する。
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